内分泌撹乱化学物質無害化技術の開発研究 by 大槻 和弘
  
                                 修 士 論 文 の 和 文 要 旨 
 
 
大学院 電気通信学研究科 博士前期課程        電子物性工学専攻 
 
氏     名 
 
大槻 和弘 
 
学籍番号 0134009 
 
論 文 題 目 
 
内分泌攪乱化学物質無害化技術の開発研究 
[序論]  近年、ダイオキシン類や有機塩素化合物、さらに内分泌攪乱化学物質（い
わゆる環境ホルモン）等、微量有害化学物質による環境汚染問題が、切実な社会
問題としてその対応を迫られている。現在いくつかの分解処理技術が提案されて
いるが、そのどれも手間とコストがかかり、簡便でクリーンな分解浄化技術の開
発が急務となっている。また内分泌攪乱化学物質の一つであるポリ塩化ビフェニ
ル類（PCBs）の分解処理に関しては、現在６種類の分解技術が政府に認可されて
いるが、やはりどれもエネルギーを大量に消費し、二次処理が大変であるなどの
問題が残っている。 
[目的]  本研究では、東京都の定める下水排除基準値（5 mg / L : standard）
を目標とし、その10倍濃度の溶液を超音波分解法、電解分解法といったクリーン
エネルギーを用いた装置で、内分泌攪乱化学物質を無害化させることを目的とし
た。 
[実験と結果]  超音波法（周波数 : 500 kHz、水温 : 25℃、飽和気体 : アル
ゴン）では、p-クロロフェノール、ビスフェノールＡ、p-n-オクチルフェノール
を処理し、分解に成功した。電解法及び光照射下電解法は、電極を白金電極とし、
参照電極には飽和カロメル電極を用いて、表１に示す物質を処理し、分解に成功
した。また、超音波法と電解法を重畳した方法では、分解効率が著しく増大した。
分解の経時変化は適時サンプリングを行い、高速液体クロマトグラフィーで観測
した。一例をFig.1に示す。光照射下電解分解法を独自に考案することで、既存手
法では達し得なかった低エネルギー条件でのPCBsの分解を達成した。 
     
    表１ 分解対象物質 
                   
                   
                   
                   
                   
                   
                   
 
 
                   Fig.1 Sonolysis of bisphenol A 
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